
場　　　　面 課題の発生（気づき） 計画と実行 展　　　　開 地区外からの刺激

5 ： 3 ： 2

●町村合併 = ○町村合併
　　共有林は地域の財産

○共有林を守るために
　　財団（育英会）を設立

○結果的に地域活動の
　　財源を確保

●ある議員からの提案
　　地域財産を守るため
　　財団設立を提案

●耕作放棄対策 =
○荒廃桑園の解消
　　養蚕の衰退
　　環境の悪化

○作物の見直し
　　桑園から畑へ

○ブランド化
　　養蚕から花卉栽培へ

●構造改善事業
　　北作、畑谷、簗沢の
　　ほ場整備

●綱引きチーム結成 =
○林業衰退で活力低下
　　住民の連帯が弱まる
　　地域への愛着も弱い

○綱引きチーム結成
　　チーム「いかづち」
　　全国大会6回出場

○地域活性化に貢献
　　作谷沢の名を世に
　　連帯感とﾘｰﾀﾞｰ発掘

●全国大会
　　外部から地域を見る
　　他地区との交流

●初めて作谷沢を感じる =
○烏兎沼氏の熱意
　　作谷沢の資源を何と
　　かしたい烏兎沼氏

　「まんだら世界の民話・
　　作谷沢物語」を発刊

○作谷沢のことを住民
　　自身が理解していな
　　かったことに気づく

●烏兎沼宏之氏
　　小学校長として赴任
●資源の掘り起し活動

●まんだら塾の発足 = ○自分たちが立ち上が
　　らなくてどうする！

○地域の現状を知るた
　　めの勉強会を繰り返
　　し開催

○地区の活動をサポー
　　トする組織となった
　（バカ者になれる組織）

●日原もとこ教授が塾長
●芸工大の全面協力
　（イベント企画・開催）

　

●ＳＵＮ未来２１ = ○地域が向かうべき姿
　　がハッキリしていない

○地域壮年層を中心に
　　ＳＵＮ未来２１を結成

○地域の将来を見据え
　　た計画を作ろう！

●外部から講師を招致
●役場に頼るだけでは
　　ダメなことを知る

●地域づくりＷＳの開催 =
○計画づくりの技術不足
　　相談する相手がいな
い

○農村コミュニティＷＳ
　　を実施（老若男女が
　　参加しての初開催）

○地域の宝を皆で確認
　　活用法について検討
　　方向性が見えてくる

●県から開催の誘い
　　開催に向けた説明会

●Ｉターン者の受入れ = ○このままでは学校が
　　なくなる

○Ｉターン者の受入れ
　　空家の紹介
　　特認校として申請

○４家族が転入
○特認校として指定

●国の地域づくりアドバ
　　イザー派遣事業
●町教育委員会の支援

●三地区交流会 = ○作谷沢だけの活動で
　　は展開の幅が狭い

○隣接する三地区が一
　　堂に会して地域の将
　　来を話し合うＷＳ開催

○三地区交流会発足
○行政界を越えた三地
　　区合同の活動展開

●県・山形市・山辺町が
　　話し合いに参加
●県がＷＳの技術支援

●山形市街地と結ぶ =
○三地区の魅力を磨き
　　地域の生活を見直し
　　たい

○三地区と山形市西部
　　地区が合同で活性化
　　実行委員会を立上げ

○狐一巡り街道と命名
　　大曽根地区でｺﾝｻｰﾄ

●県生涯学習財団が
　　事業費を支援

●狐一巡り街道ＷＳ =
○街道沿いで活動を
　　展開し山形市内から
　　地域に人を呼びたい

○市街地を含む沿線の
　　住民を集めて連携を
　　検討するＷＳを開催

○行動計画書がまとまる
○街道沿いに桜を植樹
○展望台２か所を造成

●地域活動支援組織が
　　ＷＳを企画運営支援
●県土木部が総合支援

●地域活動を総合支援 =
○活動したいがそのきっ
　　かけがつかめず新た
　　な動きが発生しない

○作谷沢で暮らしていく
　　ための総合的な支援
　　組織が必要となる

○地域総合支援組織
　　ＮＰＯ喜楽里(ｷﾗﾘ）
　　設立

●街場のファンが立上げ
　　までを支援

●地域マスタ＾プランを
　　見直すＷＳの開催
　（ＳＵＮ未来２１が主催）

=
○地域を数的に把握
○土地利用や生活に関
　　した内容を補完したい

○現状を考慮した土地
　　利用を加味した検討
　　を重ねるＷＳの開催

○これから５年間の活動
　　の目標を設定
○進む方向を確認

●総合支庁各部課が
　　連携して活動を支援

作谷沢の発展経緯と外部支援の整理表

@nobu.



地域の括り検討作業（その１）

step１　集落構成図を作る step３　話し合いを進めていくための括りを検討する

1 黒鴨

2 鮎貝

3 深山

4 高岡

鮎貝

高岡深山

地域名：深　山

※括り単位に名称を添えよう！

黒鴨



地域の括り検討作業（診断書）

step２　集落カルテ（構成する集落単位に暮らしの成り立ちを診断）

No 人材 社会 環境 物資 文情 経配 No 人材 社会 環境 物資 文情 経配

1 ● ● ● ○ ● ● 4 ○ ◎ ● ○ ○ ○

No 人材 社会 環境 物資 文情 経配 No 人材 社会 環境 物資 文情 経配

2 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

No 人材 社会 環境 物資 文情 経配 No 人材 社会 環境 物資 文情 経配

3 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

①人材：地域を構成するための人が存在する　　②社会：社会集団に属しコミュニティが存在する　　　　　　③環境：衛生・安全・利便・快適環境が存在する
④物資：物・エネルギーが供給可能である　　　⑤文情：文化や情報があり必要なら取り込める環境である　　⑥経済：交換・再配分・互酬のシステムが存在する

　　【表示方法について】　　今後とも問題ない◎　　　　弱まりつつある○　　　失った or 失いつつある●

特記事項
・結による農作業が残る地域
・観音堂、和紙、農家民宿が存在
・のどかな風景を守る郷

特記事項

集落名 集落名

深山

特記事項
・旧村の中心地で住環境も良好
・道路鉄道などの便も良い
・比較的平坦で農産業振興地域

特記事項

集落名 集落名

鮎貝

特記事項
・集落としての機能が極端に低下
・自然景観良好で鮎貝地区の用水源
・中山間直接支払いも断念

特記事項
・少子高齢化が急速に進行
・獣害が拡大し農家の意欲が低下
・地域の連携が強い地区

高岡

地域名：深　山

集落名 集落名

黒鴨



支 援 地 区 位 置 図 （ １ ）

朴山（金山町）

暮坪（鶴岡市）

川下（白鷹町）

吉島（川西町）

庄内

村山

置賜

Ｈ２１年度

Ｈ２０年度

表示凡例

杉沢（遊佐町）

松坂（戸沢村）

遊佐（遊佐町）

栗山（鶴岡市）

伊佐沢（長井市）

大瀬（白鷹町）

大曽根（山形市）

大谷（朝日町）

吉川（西川町）

Ｈ２３年度海上（高畠町）

東沢（川西町）

木ノ下（真室川町）

作谷沢（山辺町）

松ヶ岡（鶴岡市）

西郷（鶴岡市）

Ｈ２２年度

十王（白鷹町）

赤湯（南陽市）

角沢（新庄市）

川代（鶴岡市）

加茂（鶴岡市）

Ｈ２４年度

越沢（鶴岡市）

加茂（鶴岡市）

萩野（白鷹町）

中津川（飯豊町）

双葉（山形市）

宇津森（鮭川村）

泉川（鮭川村）

下絵馬河（鮭川村）

幅（舟形町）

朝日（朝日町）

尾花沢（尾花沢市）

中刈（尾花沢市）

新西（村山市）

大沢川（村山市）

Ｈ２５年度

平野（長井市）

本郷西（大江町）

月山山麓（鶴岡市）

十ノ沢（鶴岡市）

山屋（新庄市）

古口（戸沢村）

白須賀（大蔵村）

赤松（大蔵村）最上

支 援 地 区 位 置 図 （ ２ ）

庄内

村山

置賜

最上

Ｈ２７年度

Ｈ２６年度

表示凡例

Ｈ２９年度

Ｈ２８年度

Ｈ３０年度

Ｒ０１年度

樽口（小国町）

玉庭（川西町）

藤島（鶴岡市）

行沢（鶴岡市）

春木（真室川町）

大堀（最上町）

岩根沢（西川町）

中沢（村山市）

上郷（飯豊町）

十分一山（南陽）

鷹巣（大石田町）

七軒西（大江町）

升形（新庄市）

野（舟形町）
宝谷（鶴岡市）

豊浦（鶴岡市）

村木沢（山形市）

名木沢（尾花沢）

平岡（真室川町）

高壇（新庄市）

関（米沢市）

置賜（管内全域）

因幡（鶴岡市）

袖浦北部（酒田）

西興屋（鶴岡市）

由良（鶴岡市）

松沢（上山市）

慈恩寺（寒河江）

朝立（白鷹町）

三沢（米沢市）

昭和（新庄市）

草岡（長井市）

南部（小国町）

笹川（鶴岡市）

当山（遊佐町）

元能中（朝日町）

鶴子（尾花沢市）

沼田（真室川町）

下絵馬河（鮭川）

深沢（村山市）

大平（真室川町）

豊牧（大蔵村）

町下（白鷹町）

最上川（長井市）

日向中部（酒田）

天保堰（鶴岡市）
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